
被爆交流証言講話 

 本日７月９日１０：１０～被爆交流証言講話を実施しました。講話をしていただいたの

は、元丸尾中学校長であられた「中村 浩二 さん」です。中村さんは、木鉢町在住だそう

です。来校していただくまで知らなったので、子供たちと一緒に

驚き、より身近な人に感じたことでした。中村さんのお父様は

被爆者として語り部をされていたそうです。教育現場に携わる

中で、被爆者の方々が高齢化していくことを目の当たりにさ

れ、継承していかなければならないと平和を強く願う気持ちか

ら取り組んでおられるそうです。今回お話されたのは、爆心地から１．４㎞の茂里町で被

爆した伊達木信子さん（現在９６歳）の被爆体験でした。伊達木

さんは、被爆当時１５歳で、茂里町の兵器工場で動員作業中に

被爆されました。茂里町から大学病院裏の広っぱをたどり、その

日のうちに自宅（鳴滝町）へ帰りついた姿は、家族でもわからな

い有様でした。お父様は城山国民学校で被爆し享年４５歳の若

さで帰らぬ人となりました。伊達木さんは、その後も「大学入試」「結婚」「生命保険」など

など様々な差別を受けてこられたとのことでした。すべてが、原子爆弾、核兵器がもたら

したものです。この世から核兵器をなくし、子供たちが平和な世の中で暮らすことを強く

願っておられました。児童代表のお礼の言葉では、６年４組「平田 桜一郎 さん」が「まず

は、周りの家族や友達を大切にし、小さな平和を作っていくことから始めたい。」と決意を

述べました。 

 今回の被爆交流証言講話を通して、核兵器や戦争の恐ろしさを知り、命を大切にし、平

和な世界を実現させようとする心情が育まれることを期待します。 

 

学校外でも頑張っている児童の紹介 

 今回紹介するのは、習字を頑張ってい

る児童です。習字は文字が整うようにな

るのでいいです。これからもがんばれ！ 
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